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研究成果の概要（和文）：グローバルに展開している自動車部品企業が、自然災害等の発生時にもサプライチェ
ーンを維持するために有効なBCMについて、1)BCMの重要要素と各要素の主要要件・条件を明確化し、2)グローバ
ルでのBCMに関する相違点と特徴を明らかにし、3)BCM重要要素間の相関関係を明らかにした。また、生産・仕様
特性に着目してクリティカル・パスを解決することで、大きな投資を掛けずに企業全体の復旧期間の短縮が可能
であることが解った。この手法を活用しグローバルに展開する他の製造業で、1)地域別、2)企業規模別、3)業態
別、4)生産・仕様特性別、5)被災経験有無別などでのBCMの有効な具体策検討に活用できると思われる。

研究成果の概要（英文）：We revealed the following 3 contents for effective BCM to maintain supply 
chain in global auto parts firm even if natural disaster occurred. 1) Clarification of BCM important
 elements and also requirements and condition for each BCM major element, 2) To reveal difference 
and characteristic for BCM in the global expansion, 3) To reveal correlation between the BCM 
important elements. Especially the method to find and fix critical path from the aspect of “
manufacturing and specification characteristic” can achieve the reduction of recovery time as a 
firm in total without spending big investment. This framework and its analysis will be possible to 
utilize in all manufacturing industry whom expanding the business globally, by adapting to each 
industry’s characteristic analyzing 1) By area, 2) By size of firm, 3) By business category, 4) By 
“manufacturing and specification characteristic”, and also 5) By disaster-strike experience.

研究分野：リスクマネジメント

キーワード： 事業継続マネジメント(BCM) 　事業継続計画(BCP)　外部リスク　サプライチェーンマネジメント　自動
車部品企業　リスクマネジメント　構造方程式モデリング　グローバリゼーション

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義は、従来、BCM（事業継続マネジメント）と通常業務とはトレードオフであると考えられ
てきた点についてPLS-SEMを活用した定量解析の結果、自然災害発生時にもサプライチェーンを維持するため、
①外部リスク発生可能性把握とその定量化、②BCM戦略立案実施、③BCM組織体制・実行力の強化を実施すること
が、企業活動再開時間の短縮・損害額の低減のみならず、通常業務での競争優位性の構築に資することも明らか
になった。研究成果の社会的意義は、このフレームワークおよび分析手法を活用しグローバル展開する他の製造
業で、各業界の特性に合わせたBCMの有効な具体策検討に活用できると考えられる点である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1) 2011年の東日本震災で自動車用マイコンチップメーカーであるルネサス株式会社が被災し、

生産・供給が数ヶ月間停止したため、世界中の自動車メーカーへの製品供給に支障をきたし、

自動車の生産活動のみならず、人々の生活にも大きな影響を与えた。現在のグローバリゼーシ

ョンの進展の中では、たとえ 1カ国の 1部品メーカーのトラブルであっても世界中に波及しか

ねない状況にあり、世界の基幹産業である自動車産業は自然災害などの外部リスクに直面して

も事業継続という社会的使命を果たすことができるかどうかが問われている。今後、地球温暖

化に伴う風水害等自然災害の激化・高頻度化(気候変動に関する政府間パネル(IPCC)評価報告

書)、大地震、大噴火、パンデミック(感染症の全国的・世界的な大流行)、テロ活動、経済変動

などの外部リスクの増大が予想され、ますます「事業継続マネジメント(Business Continuity 

Management: BCM)」が極めて重要な課題となるものと推定される。 

(2) 自動車部品企業とその仕入先企業は、活発化する海外での M&A や新興国市場への進出に

よりグローバル展開が進んだ。これにより、自動車部品企業は、クロスボーダーで展開される

事業活動をどう管理するかが重要な経営課題となり、事業リスクや環境が異なる海外拠点とグ

ローバル各地域での仕入先を包括した BCM対応が不可欠になっている。 

 

２．研究の目的 

本研究は、グローバル展開している自動車部品企業(大企業・中小企業)が、自然災害等のリ

スク発生時にもサプライチェーンを維持するために有効な BCM(BCP と事業継続マネジメン

トシステム BCMSを含む。以下同じ)の内容を明らかにすることを目的とする。特に、BCMの

充実が企業の競争優位性につながることを解明する。 

                                         

３．研究の方法 

(1)先行研究の分析 

 最初に、BCM はリスク分析・事業影響分析（Business Impact Analysis: BIA）から始まる「リ

スクマネジメント」の一環として位置付けられており、リスク分析と BIA に関する研究をレビ

ューした。次に、地震、津波、台風、洪水など喫緊の課題である自然災害系リスクを対象とし、

BCM 対策が業界として進んでいる自動車部品産業での、グローバル主要地域、大企業、中小企

業共に幅広い範囲での BCM 研究のレビューを行った。最後に、BCM 全体を研究の範囲とし、そ

れを構成する、BCP の策定、BCM の実施、BCM の効果の 3段階の中で、有効な BCM のために、何

が重要な要素・要件かについて先行研究を検討した。先行研究の分析から、BCM は BCP の策定

から始まり BCM の実施、BCM の効果の３ステップで構成されていることが明らかになった。 

 (2)質問票調査 

(1)の先行研究の分析から研究のフレームワークを構築し、次にグローバル仕入先への調査内容

を準備し、調査実行し、そのデータの定性・定量分析を実施した。グローバルの部品仕入先に

対しては BCM方針と対策の総合的な調査を実施し、有効な BCMが実現できるための実施内

容、BCM が企業の競争優位性に繋がるかを検討するために調査をグローバル仕入先に対して

実施した。グローバル仕入先調査では、世界のグローバル部品仕入先の生産拠点工場 108 社

(4,225 品番)の BCM 責任者に対して、質問票調査票を送付し、その回答を収集、回答内容に

不備、不足事項がある場合には再確認の上、集計を実施した。質問票調査の項目・内容は、仕

入先の生産拠点毎に、回答者・役職、所在国・住所、従業員・売上などの企業規模、企業の業

態・性格、災害リスク項目(アメリカ合衆国連邦緊急事態管理局(FEMA)での災害一覧を使用)



とその影響程度、必要復旧日数(復旧立上げまで、および 100%復旧まで)、復旧事項別での復旧

日数(復旧が必要な事項とその復旧に必要な期間)、BCM の方針・対策内容とその自社評価な

どで、回答方法は 5 ポイントリッカートスケール、もしくは、記述方式を使用した。同時に、

品番別リスク調査(グローバル仕入先、品番別リスク)として、生産品番毎に、生産工程、代替

可否、代替不可の理由・課題、代替立ち上げ日数、必要復旧日数(復旧立上げまで、および 100%

復旧まで)等について、記述方式での調査を実施した。 

 

４．研究成果 

(1)質問票調査の定性分析結果 

アジア・インド・中国地域、日本地域、欧州地域、北中米地域での事業影響度合いの高さで

のリスク項目を比較すると、日本地域での地震発生リスクが突出して高く、地震と関連する質

問である生産工場の建物の状況では、現状の建物耐震強度が 90%、耐震強化、補強対策の実施

度合いが 95%と高い結果となった。アジア・インド・中国地域では、台風リスクが 39%(日本

地域でも 35%)と高くなっている。一方、欧州、北中米では雪害、寒波リスクが 43％(日本地域

でも 30%)と同様に高く、次に落雷リスク 33%、熱波リスク 27％、洪水、鉄砲水、川の氾濫・

低地などでの氾濫リスク 23%と続き、他の地域に比べ、幅広いリスク項目となった。全ての地

域に共通して落雷がリスク項目として挙げられているが、これは各企業が事業影響の観点から、

落雷が共通被災リスク項目として出たためであり、落雷が生産継続に影響するのは、基盤実装

機など高度の生産設備で瞬停が発生すれば、生産設備に影響し長時間の生産停止と不良品の製

造に繋がるためと考えられる。自然災害以外でも、電力供給が安定しない新興国では、停電が

多発するため、落雷と同様な課題が発生する。自家発電やバックアップ電源の保有も限定的、

同様に計画停電を定期的に発生する地域でも生産活動が出来なくなり稼働率の低下に繋がる。

一方、雪害、寒波、干ばつなどの自然災害は、生産への影響は限定的であることが解った。 

(2)質問票調査の定量分析結果 

分析のフレームワークの仮説 1(H1)から仮説 10(H10)について、５つの潜在変数間の相関関

係を定量分析で明らかにした。分析の方法は、先行研究の結果から、潜在変数間の重み付けと

ともに直接的･間接的な影響の両方を合計して測定するため、構造方程式モデリング

(PLS-SEM)ソフトウェアである Smart PLS2.0を使用した。また、BCMの重要要素とした５

つの潜在変数については、その説明変数としての質問票調査でのリッカート尺度での質問項

目・内容との関係を表 1に示す。全仕入先での分析結果、①BCM内容の定期見直し、②BCM

戦略立案、③BCM 組織体制・実行力、④外部リスク影響発生可能性把握とその定量化、⑤企

業活動再開時間の短縮・損害額の低減と競争優位性発揮、の 5つの潜在変数(Latent Variable)

は、Aveがほぼ 0.5以上、Composite Reliabilityが 0.7以上、R Squareが 0.3以上、Cronbach’

s Alphaがほぼ 0.6以上、Communalityが 0.4以上となり、基準数値をクリアーしている(表

2)。H1から H10の仮説の構造方程式モデリング(PLS-SEM)での定量解析結果を図 1に示す。

分析結果として支持された仮説は、H1、H2、H3、H4、 H5、H6、H7、H8、H10となった。

次に図 1の分析結果を、①外部リスク発生可能性把握とその定量化から BCMの効果への主要

関係、②外部リスク発生可能性把握から BCM の効果にかけての全体関係、③BCM 内容の定

期見直し関係要因の 3つに分けて説明する。まず、外部リスク発生可能性把握とその定量化実

施が BCM戦略立案に繋がり(H4)、それが BCM組織体制・実行力を高めることとなり(H6)、

さらには企業活動再開時間の短縮・損害額の低減および競争優位性構築へと繋がっている(H3)。

さらに、外部リスクの発生可能性の把握とその定量化を行った企業は、BCM 組織体制・実行



力が高く(H2)なるとともに、自然災害被災時の企業活動再開時間の短縮・損害額の低減のため

の活動を実行し競争優位性構築に繋がっている(H1)。最後に BCM戦略の立案が、企業活動再

開時間の短縮・損害額の低減および競争優位性構築へ繋がっている(H10)。外部リスク発生可

能性把握とその定量化実施が起点となり BCM戦略立案に繋がり相乗効果となって BCM組織

体制・実行力を高め、企業活動再開時間の短縮・損害額の低減および競争優位性構築に繋がっ

ている。一方、棄却された仮説(H9)から、BCM 内容の定期見直し実施は、企業活動再開時間

の短縮・企業損害額の低減および競争優位性構築に繋がっていないことが解った。逆に、外部

リスク発生可能性把握とその定量化の実施、BCM戦略の立案、BCM組織体制・実行力が高い

企業全てが、BCM内容の定期見直しの実施に繋がっている(H5),(H8),(H7)ことも解った。これ

らの理由は、有効回答仕入先中 1 社のみしか BCM 専門部署がなく、BCM 緊急対策体制は有

事の際に稼働はするが、専門組織には至っておらず、BCM 内容の定期見直しまで、まだ手が

廻っていないためと考えられる。 

 
表 1 ５つの潜在変数(BCM重要要素)と説明変数 

因子 因子内容 質問
項目 リッカート尺度-質問内容 (回答：1(低)＜５(高)、1(No)＜5(Yes))

P1 外部リスク発生可能性把握とその定量化 Q14 仕入先の被災リスク調査を、十分に実施していますか。
Q1 重要建物、設備、機械などの社内インフラの被害を抑える事前防災対策策定が充分にできていますか。
Q2 電気、ガス、水道、通信などの災害時確保の計画が充分に策定出来ていますか。
Q3 取引先、顧客などサプライチェーンの確保の計画が充分に策定出来ていますか。
Q4 復旧業務の優先順位と、それの不可欠な経営資源の確保の計画が充分に出来ていますか。
Q6 代替設備、代替拠点の手配の計画、被災時責任体制の確立が充分出来ていますか
Q12 部品調達リスクへ対策を、積極的に行うことへの考え
Q13 生産設備の被災対策(バックアップ生産先の準備など)を、積極的に行うことへの考え
Q15 仕入先リスクへの対策（在庫保有など）を、十分に実施していますか
Q16 顧客への供給保障の対策の実施度合い
Q18-2 生産工場の建物の状況　現状の建物耐震強度（マグニチュード）
Q18-3 耐震強化、補強対策（建物、製造設備、検査機、倉庫棚、生産ラインのIT化等）の実施度合い。
Q5 災害発生時の危機管理体制（緊急対策本部、復旧対策本部など）を、十分確立できていると思いますか。
Q7 自社内での被災訓練の実施レベル
Q8 災害発生後の「事業再開のための初動対策」が十分に機能すると思いますか。
Q10 専任のBCM(BCP検討含む)対応人員を十分に確保できている。
Q11 被災前の「部品・材料供給リスク回避・低減の対策」が十分に機能すると思いますか。

P4 BCM内容の定期見直し Q19 被災時の影響内容・度合の調査・評価を行い、生産停止期間の見積もりを企業として実行・定期的に見直しを行っていますか？
Q21 自社被災時の現在の生産再ｽﾀｰﾄまでの復旧日数が満足いく水準か？
Q23 自社被災時の現在の100%生産復旧日数が満足いく水準か？
Q31 企業活動再開までの期間の短縮目標設定が必要と考えるか？
Q32 BCP策定,BCM実行は,自社の競争優位性に繋がるか？

P2 BCM戦略立案

P3 BCM組織体制・実行力

P5 企業活動再開時間の短縮・損害額の低減、競争優位性の発揮

 
 

 

 

 

 

 



表 2  潜在変数の評価：全仕入先 

AVE Composite
Reliability R Square Cronbachs Alpha Communality

BCM内容の定期見直し 1.0000 1.0000 0.3363 1.0000 1.0000

BCM戦略立案 0.4852 0.9096 0.5537 0.8902 0.4852

BCM組織体制・実行力 0.6702 0.9084 0.7086 0.8720 0.6702

外部ﾘｽｸ発生可能性把握とその定量化 1.0000 1.0000 － 1.0000 1.0000

損害低減と競争優位性発揮 0.4646 0.7571 0.4081 0.5793 0.4646  

 

図 1 構造方程式モデリングによる仮説検定結果(全体) 
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